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新型コロナウイルス感染症に対応した小学校，中学校，高等学校及び 

特別支援学校等における教育活動の再開後の児童生徒に対する生徒指 

導上の留意事項について（通知） 

 

 

 このことについて、別添写しのとおり、文部科学省初等中等教育局児童生徒

課長から通知がありました。 

これを受け、県教育委員会では、別添写しのとおり、各県立学校長あてに通

知しました。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に伴う長期の休業により、学校の

教育活動再開後においても、多くの児童・生徒が感染症、学習、友人関係、進

路及び部活動等様々な面で不安やストレス等を抱えている可能性があります。 

ついては、貴市町村教育委員会におかれては、県教育委員会作成「市町村立

学校の教育活動の再開等に関するガイドライン（小・中学校）」を参考に、児

童・生徒指導、教育相談等について、一層の充実を図るようお願いします。 

 併せて、貴所管の各学校において、児童・生徒一人ひとりの様子をよく観察

し、小さな異変も見逃さないようにするとともに、児童・生徒が一人で悩みを

抱え込むことがないよう、引き続き、きめ細かな対応をお願いします。 

なお、その際、別紙「生徒の皆さんへ（例）」を参考に、校長や学級担任等

から、集会や学級活動など適切な機会を捉え、それぞれ工夫したメッセージを

児童・生徒に伝えていただくようお願いします。 

 

 

 

 

 

問合せ先 

 子ども教育支援課 

小中学校生徒指導グループ 藤瀬、宮坂 

 電  話 (045)210-8292（直通） 



別紙 

生徒の皆さんへ（例） 
 

長かった臨時休校が終わり、学校生活がようやく再開されました。３月

からこれまで、皆さんは先が見通せず、不安な気持ちで過ごしていたと思

います。先生たちも、皆さんと直接会うことができず、とても悔しい思い

をしていました。 

 しばらくは、分散登校、時差登校など、通常とは違う形での学校生活が

続きます。 

このような状況で、勉強のこと、進路のこと、部活動のこと、友だちのこ

と、家族のことなど、いろいろ不安に思うのは当然です。様々な変化の中

で、ストレスがたまって、体や心に負担がかかることもあるでしょう。 

そんな時には、一人で悩みを抱え込まずに、（担任、部活動顧問、養護教

諭などの）先生や、スクールカウンセラー、家族など、周囲の大人に相談し

てください。「24 時間子どもＳＯＳダイヤル」「ＳＮＳ相談」などの窓口に

相談することもできます。 

 また、友だちから相談を受けて、自分ひとりでは支えきれないと感じた

場合は、信頼できる大人に相談してください。遠慮せず声をかけてくださ

い。 

先生たちは、皆さんの不安な気持ちに寄り添いたい、支えになりたいと

心から思っています。通常の学校生活ができるようになるまで、焦らずに、

そして共に歩んでいきましょう。 














